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２
月
11
日
、
高
新
Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ

ー
ル
で
高
知
県
水
力
発
電
事
業

100
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
四
国
電
力
㈱
や
住
友

共
同
電
力
㈱
、
高
知
県
、
香
美

市
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委

員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
水
力
発
電
・
ダ

ム
・
堰
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
水

の
ち
か
ら
」
写
真
・
絵
画
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
や
、
高
知
県

電
気
事
業
の
歴
史
の
紹
介
が
さ

れ
、
小
学
生
に
よ
る
「
わ
が
町

わ
が
村
の
水
力
発
電
所
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
発
表
に
、
香
美
市

か
ら
大
宮
小
・
香
長
小
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。
発
表
の

後
、
「
地
球
環
境
を
救
う
新
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
」
と
題

し
て
、
明
治
大
学
教
授
の
北
野

大
さ
ん
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
れ
あ
い
じ
ん

け
ん
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
の
解
放
社
会
学
研

究
所
所
長
の
江
嶋
修
作
先
生
か

ら
「
差
別
を
な
く
す
の
は
自
分

の
た
め
で
あ
り
、
自
分
の
人
権

感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
た
め
で
あ

る
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
参
加

者
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

こ
と
と
し
て
人
権
問
題
に
向
き

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

「
男
女
共
同
参
画
・
さ
さ
え

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
２
月
17
日
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
香
北
）
、
20
日
（
物
部
支

所
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
昨
年
度
策
定
し

た
「
香
美
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
の
実
施
に
つ
い
て
、
市

民
へ
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す

る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
策
定
委
員
の
ほ
か
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
男
女
共
同
参
画

ポ
レ
ー
ル
」
か
ら
中
平
公
哉
さ

ん
と
松
田
高
政
さ
ん
が
参
加

し
、
身
近
な
男
女
共
同
参
画
の

話
を
交
え
な
が
ら
プ
ラ
ン
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
、

生
活
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ささえあいのまちづくり懇談会
香美市男女共同参画プラン当たり前のことを当たり前に

　～人権教育は誰のためにするのか～

いっしょに考えよう！大切なエネルギー！

高知県水力発電１００周年

　明治４２年２月１１日に、高知県初の水力発電所である土佐山田町の平山発電所が送電を開始

してから１００年。この発電所は、吉野川水系の水を香長平野に引くために造られた甫喜ケ峰

疎水を活用し、県営企業として全国で初めて稼動しました。昭和初期まで高知市などの最大

電源であり昭和２６年に四国電力へ移管されたあと昭和５１年に停止し、現在は新平山発電所

として生まれ変わり、クリーンな循環エネルギー電力の安定供給に貢献しています。

北野先生の講演

谷秦山先生墓前祭
受験生も参列


